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第６学年　算数科学習指導案
２組　計35人（男子15人，女子20人）

指導者　　河　原　千　夏　

１　単　　　元　　比例と反比例
２　単元の目標

　比例や反比例の関係について理解するとともに，二つの数量の関係を式，表，グラフに表し，特徴

を調べることができる。また，身の回りから，比例や反比例の関係にある二つの数量を見付けようと

したり，比例や反比例の関係を用いて問題を解決したりすることができる。

３　単元の評価規準

算数への
関心・意欲・態度

数学的な考え方
数量や図形についての

技能
数量や図形についての

知識・理解

　身の回りの伴って変
わる二つの数量の中か
ら比例や反比例の関係
にあるものを見付けよ
う と し て い る。 ま た，
比例や反比例の関係を
用いて問題を解決しよ
うとしている。

　比例や反比例の関係
という観点から，伴っ
て変わる二つの数量の
関係について考えてい
る。

　比例や反比例の関係
にある二つの数量の関
係を式，表，グラフに
表すことができる。

　比例や反比例の関係
について理解している。

４　単元について
　⑴　単元の位置とねらい

　これまでに子どもたちは，第２学年において，乗法九九の構成で，乗数と積の関係が比例関係に

あることを乗法のきまりということで学習してきている。また，第４学年において，伴って変わる

二つの数量の関係を表や折れ線グラフから読み取ったり，グラフをかいたりすることを学習してき

ている。さらに，第５学年において，伴って変わる二つの数量について一方が２倍，３倍，４倍，

…となれば，他方も２倍，３倍，４倍，…になるという簡単な比例について学習してきている。

　これらを基に本単元の学習では，「数量の関係をみるときは，変わり方のきまりを見付ける。」と

いう「基盤となる考え方」に着目させる。そして，伴って変わる二つの数量の中から比例や反比例

の関係にあるものを取り上げて考察し，関数の考えを伸ばしていくようにする。具体的には，伴っ

て変わる二つの数量の関係を表やグラフに表したり，表やグラフから二つの数量の関係の特徴を調

べたりすることができるようにする。その際，基にする量を表の左端の数値だけではなく，途中の

数値にも着目して調べたり，グラフの縦軸と横軸の１目盛りがいくつを表しているかを読み取った

りすることができるようにする。また，反比例や和一定・差一定の意味，式，グラフなどを比例と

比較することで，それらについて知り，比例についての理解を更に深めることができるようにする。

　この学習で着目した「数量の関係をみるときは，変わり方のきまりを見付ける。」という「基盤

となる考え方」は，中学校第１学年で学習する「関数」についての学習につながっていく。

　⑵　本単元を構成する学習内容と「基盤となる考え方」

　第５学年「比例」 　第６学年「比とその応用」

　比例関係にある二つの数量の対応や変化

の仕方の特徴を見いだしたり，二つの数量

の関係を言葉の式に表したりして数量の関

係を考えることができる。

　二つの数量の関係を比例や反比例の定義や性質を使って捉えたり，表やグラフから二つの量

の関係を考察したりすることができる。

「数量の関係をみるときは，変わり方のきまりを見付ける。」

「基盤となる考え方」

　二つの数量の関係を比を用いて表した

り，比や等しい比の性質を活用して，問題

を解決したりすることができる。

第６学年「比例と反比例」
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　⑶　子どもの実態（調査日　平成27年９月７日　調査人数35人）

　　　本単元の内容に関わる子どもの実態については以下のとおりである。（数字は人数）

【調査①】　次の表の空いているところにあてはまる数をかきましょう。　　（２量の関係を表す表）

　　ア　周りの長さが26㎝のたての長さ□㎝と横の長さ○㎝。（和一定）　　（24）

たての長さ（㎝） １ ２ ３ ４ ５ ６

横の長さ（㎝） 12

　　イ　１個300円のボールを買うときの，買う数□個と代金○円。（比例）（34）

買う個数（個） １ ２ ３ ４ ５ ６

代金（円）

【調査②】　次のそれぞれの２つの量で，比例しているものはどれでしょうか。（比例の関係）

　　ア　正方形１辺の長さ□㎝と，面積○㎠。　　　　　　（14）

　　イ　１ｍの重さが２０ｇの針金の長さ□ｍと重さ○ｇ。（27）

　　ウ　自分の年令□才と，２才年上の兄○才。　　　　　（16）

５　指導に当たって
　⑴　「自分事の問い」をもつための手立ての充実【研究内容１】

　本単元では，「数量の関係をみるときは，変わり方のきまりを見付ける。」という「基盤となる考

え方」に着目することで，「自分事の問い」をもつことができると考える。単元の導入時にオリエ

ンテーションの意味も含めて伴って変わる八つの事象（比例，反比例，差一定，和一定）を提示す

る。空欄のある表に数値を書き込む活動を行うことで「どんな増え方をしているのかな。」，「一方

は増えるけど，もう一方は減っていく関係になるものもあるんだ。」など，子どもたちの疑問から

「変わり方のきまりを見付けると仲間分けができそうだ。」という「自分事の問い」をもつことにつ

なげていく。本時では，前時につくった八つの表を比較する活動を行うことで「一方が増えるとき，

もう一方は減っていく関係は比例とは言えないな。」，「全て伴って変わる量だけど，増え方や減り

方に何かきまりはあるのかな。」など変わり方のきまりに着目しながら「八つの表は，いくつの仲

間に分けられるのだろう。」という「自分事の問い」をもつことができるようにする。

　さらに，単元導入時で仲間分けした事象を単元を通して扱っていくことで，比例と差一定，和一

定，反比例を関係付けながら「比例の関係は式に表せたけど反比例の関係はどんな式になるのかな。」

や「和一定のグラフと反比例のグラフはどこが違うのかな。」という「自分事の問い」をもつこと

ができるようにする。

　⑵　「自分事の問い」の解決につながる「学び合い」の設定【研究内容２】

　「高め合う」過程に入る前に，ペアや小グループでの「学び合い」を行う。その際，「数量の関係

をみるときは，変わり方のきまりを見付ける。」という「基盤となる考え方」に着目しながら自分

の考えを伝えたり，友達の発表を聞いたりする。「学び合い」において自分と友達の考えを比較し

たり，分類・整理したりすることで，自分の考えに自信をもったり，友達の考えを自分の考えに付

け加えたりすることができるようにする。また，多様な考えがある場合は，電子黒板にそれらの考

えを提示することで，どのような考えなのかをペアや小グループで読み取ることができるようにす

る。本時では，まず「どんなきまりをもとにしていくつの仲間に分けたのか比べよう。」という「学

び合い」の視点を確認する。次に，表をどのように見たのか互いの考えを伝えるようにする。その

際，「どちらも増えているのに，なぜ二つに分けられるの。」（質問）や，「２倍，３倍と増えていく

ものだけだと思っていたけど，たし算で増えていく仲間もあるからどちらも増える仲間は二つに分

けられるんだね。」（付加・修正），「ぼくも，一方が増えるともう一方は減っていく仲間だと思った

から同じだね。」（強固）など，自分の考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

　⑶　自己の変容を実感できる評価の在り方【研究内容３】

　「まとめる」過程で，どのような変わり方をしているかに着目して，学んだことを確認する適用

問題や学んだことを活用する発展問題に取り組む。本時では，「長方形の辺の上を１秒間に１㎝ず

つ進む点を頂点とした三角形の面積と時間の関係についてどのような表になるか考えよう。」とい

う発展問題に取り組む。その際，時間が進むごとに高さが変わるので面積が増えたり，一定になっ

たり，減ったりすることに気付くことができるようにする。このように，変わり方にはきまりがあ

ることを見付ける活動をすることで，自己の考えの変容や解決過程のよさを実感するとともに，こ

れからの学習への意欲も高めることができるようにする。
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６　指導・評価計画（全18時間）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 重点評価項目

過程 主な学習活動
 学習問題

 まとめ　

教師の指導

♢ＩＣＴ活用

つ
か
む
・
見
通
す
②

１　伴って変わる様々な二つ

の数量を表に表す。

２　表を見て増え方や減り方

のきまりを考える。

（本時）

①　ともなって変わる２つの量を

表に表すことができるかな。

　表に表すると，どんな変わり方

をしているか見えてくるね。

②　いくつの仲間に分けることが

できるのかな。

　一方が増えるとき，もう一方が

どうなるかを見ると，四つの仲間

に分けることができるんだね。

○　単元を通して扱う，伴って変わ
る二つの数量についての八つの事
象を提示し，単元全体の見通しを
もつことができるようにする。

　伴って変わる二つの数量に着目
し，単元の学習への意欲をもつこ
とができたか。

【関・意・態：ノート，発言】

○　八つの事象を仲間分けすることで
二つの伴って変わる数量の変わり方
に着目することができるようにする。

　表に表した伴って変わる二つの
数量について，その変わり方を考
えて仲間分けすることができたか。

【考え方：ノート，発言】

調
べ
る
・
高
め
合
う
⑭

３　水槽に入れた水の量と深

さや針金の長さと重さなど

「増えると増える」仲間には

どのようなきまりがあるの

か考える。

③　「増えると増える」仲間には，

どんなきまりがあるのかな。

　一方が２倍，３倍，…になると

もう一方も２倍，３倍，…になる

というきまりがあり，それを比例

すると言うんだね。

○　前時で扱った比例関係にある事
象の表を横に見ていくことで，比
例関係にあることを理解すること
ができるようにする。

　比例の関係について理解するこ
とができたか。

【知・理】ノート，発言

４　比例関係を式に表すこと

ができるか考える。
④　比例の関係を式に表すことが

できるかな。

　表を縦に見ると決まった数が見

えてきて，χと y の式で表すこと

ができるんだね。

○　表を横だけでなく，縦に見るこ

とで y ÷χの商が一定であるとい

うことから，式に表すことができ

るようにする。

５　水槽の水の量と深さの比

例のグラフをかき，グラフ

の特徴を理解する。

⑤　比例の関係を表すグラフは，

どのようなグラフになるのかな。

　比例の関係を表すグラフは，ど

れも０の点を通る直線になるね。

○　比例の関係をグラフに表すこと

で，グラフの特徴を理解すること

ができるようにする。

６　針金の長さと重さのグラ

フから数量の関係を読み取

る。

⑥　どちらの針金が重いのかな。

　長さを表す横軸から読むと，傾

きが急なグラフの方が重い針金だ

と言うことが分かるね。

○　グラフを読み取る活動を通し
て，グラフの特徴を考えることが
できるようにする。

　グラフ，表，式などを関連付け
て考えることができたか。

【考え方：ノート，発言】

７　身の回りの比例関係にあ

る２量を見付け，表や式，

グラフに表す。

⑦　他にも比例の関係にあるもの

はないだろうか。

　品物の個数と金額や本の重さと

厚さなどこれまで学習してきた中

にも比例の関係があるね。

◇　身の回りにある比例関係の事象
を電子黒板に画像で提示すること
でイメージをふくらませることが
できるようにする。

　比例の関係をグラフに表すこと
ができたか。　　　【技能：ノート】

８　誕生日が同じ３才違いの

弟と姉の年令の関係（差一

定）についても式ができる

のか考え，比例の特徴と比

較する。

⑧　「増えると増える」仲間はすべ

て比例の関係にあると言えるの

かな。

　商が一定のものが比例で，差が

一定のものもあるけれど，それは

比例とは言えないんだね。

◯　差一定の関係について，言葉の

式で表したり，決まった数と文字

の式で表したりして比較すること

で，比例の関係を表す式の理解を

深めることができるようにする。



─ 33 ─

過程 主な学習活動
 学習問題

 まとめ　

教師の指導

♢ＩＣＴ活用

〔
前
頁
の
続
き
（
調
べ
る
・
高
め
合
う
⑭
）〕

９　じゃんけんを15回すると

きの勝ち負けの回数（和一

定）の関係についても式が

できるのか考え，差一定・

比例との違いを考える。

⑨　「増えると減る」仲間にはどん

なきまりがあるのかな。

　（y）+（χ）=（決まった数）に

なる関係だから比例とは言えない

ね。

○　和一定の２量の関係を扱う際に

は，前時までに学習した「比例の

定義」に基づくことで，比例との

違いを考えることができ，比例の

理解を深めることができるように

する。

10　差一定・和一定の２量の

関係はどんなグラフになる

か調べる。

⑩　点を打って，線で結んでもい

いのかな。

　線で結べるものと結べないもの

があったり，範囲が決まっていた

りするものもあるんだね。

○　事象の意味を考え，グラフにか

いていくことで，整数でしか表せ

ない場合や変わり方の範囲が限定

される場合などについて捉えるこ

とができるようにする。

11　差一定・和一定のグラフ

と比例のグラフとの違いを

考える。

⑪　比例のグラフとどんな違いが

あるのかな。

　直線になるところは同じだけど

通る点が違っているね。

○　差一定・和一定のグラフを比例

のグラフと比較することで比例の

特徴をよりつかむことができるよ

うにする。

12　面積24㎠の長方形の横と

縦の長さや20㎞の道のりを

歩くときの時速と時間など

の「増えると減る」仲間の

関係にはどのようなきまり

があるのか考える。

⑫　「増えると減る」仲間にも何か

きまりはあるのかな。

　一方の値が２倍，３倍，…にな

ると他方の値は，½倍，⅓倍，…に

なるとき，「y はχに反比例する」

というんだね。

○　表を横や縦に見ることで，比例

との違いに気付かせ，反比例に

ついて知ることができるようにす

る。

　表を用いることで，反比例の関

係について考えることができたか。

【考え方：ノート，発言】

13　反比例の関係を表す式に

ついて考える。
⑬　比例の関係と同じように決

まった数を見付けたら，文字の

式に表すことができるのかな。

　反比例の関係は，式に表すと，

（χ）×（y）＝（決まった数）に

なるんだね。

○　反比例の関係を表す式と比例の

関係を表す式を比較することで，

反比例について知り，比例につい

ての理解を深めることができるよ

うにする。

14　面積が24㎠の長方形の横

と縦の長さの反比例の関係

をグラフに表す。

⑭　反比例の関係をグラフに表し

たらどうなるのかな。

　横軸に近づいていくグラフにな

るね。直線のグラフにはならない

んだね。

○　比例の関係を表すグラフを想起

し，反比例のグラフを予想するこ

とで，直線にならないことや０の

点を通らないことなどを理解する

ことができるようにする。

15･16　コーラの量と含まれ

る砂糖の量やおもりの重さ

とゴムの伸びる長さなどの

比例の性質を使った問題に

取り組む。

⑮⑯　二つの量の間には決まった

数はないのかな。

　表を横に見て何倍になっている

かを手掛かりにしてから，縦に見

ると決まった数を計算で求めるこ

とができる。

○　表やグラフを手掛かりにして比

例関係を把握することで，決まっ

た数を求めることができるように

する。

振
り
返
る
②

17･18　伴って変わる様々な

二つの量の関係を表や式・

グラフに表す。

⑰⑱　身近なところに比例のもの

はあるのだろうか。

　他にも比例の関係になるものは

あるんだね。

○　様々な問題を比例や反比例の関

係を用いて，解決することができ

るようにする。

　既習を生かして問題に取り組む

ことができたか。

【関・意・態：ノート，発言】
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７
　
本
　
　
　
時
（
２
／
1
8
）

　
⑴
　
目
　
　
標

　
　（

数
学

的
な

考
え

方
）

表
に

表
し

た
伴

っ
て

変
わ

る
二

つ
の

数
量

に
つ

い
て

，
そ

の
変

わ
り

方
を

考
え

て
仲

間
分

け
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
⑵
　
展
　
　
開

　
　

 は
教

師
の

言
葉

掛
け

　
 は

予
想

さ
れ

る
子

ど
も

の
反

応
　

 ♦
 は

重
点

評
価

項
目

　
☆

は
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

の
留

意
点

過
程

（
分

）
主

な
学

習
活

動
と

予
想

さ
れ

る
子

ど
も

の
反

応
教

　
師

　
の

　
指

　
導

１
　
本
時
の
学
習
課
題
を
知
る
。

２
　
学
習
問
題
を
確
認
す
る
。

３
　
課
題
解
決
の
見
通
し
を
も
つ
。

４
　
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

５
　
小
グ
ル
ー
プ
に
な
り
，
自
分
の
考
え
を
伝
え
合
う
。【
「
学
び
合
い
」】

６
　
課
題
解
決
の
過
程
を
話
し
合
う
。

７
　
本
時
の
学
習
に
つ
い
て
の
ま
と
め
を
す
る
。

８
　
発
展
問
題
に
取
り
組
む
。【

自
己
評
価
】

○
　

提
示

す
る

八
つ

の
事

象
に

つ
い

て
は

，
比

例
，

反
比

例
の

関
係

だ
け

で
な

く
，

和
一

定
，

差
一

定
の

関
数

も
取

り
入

れ
る

こ
と

で
，

比
例

の
関

係
を

捉
え

や
す

く
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
，

こ
れ

ら
の

事
象

は
単

元
を

通
し

て
扱

う
事

象
と

す
る

。
○

　
八

つ
の

事
象

を
前

時
に

表
に

整
理

し
，

そ
の

表
を

見
て

，
同

じ
と

こ
ろ

は
な

い
か

見
付

け
な

が
ら

比
較

す
る

こ
と

で
，

変
わ

り
方

に
着

目
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
○
　
既
習
の
比
例
の
関
係
の
表
と
そ
う
で
は
な
い
表
を
二
つ
比
較
す

る
こ

と
で

比
例

で
は

な
い

関
係

が
あ

る
こ

と
に

着
目

し
，「

い
く

つ
の

仲
間

に
分

け
ら

れ
る

の
だ

ろ
う

か
。」

と
い

う
「

自
分

事
の

問
い
」
を
も
ち
，
そ
の
理
由
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

○
　「

増
え

る
と

増
え

る
」

仲
間

な
の

か
「

増
え

る
と

減
る

」
仲

間
な

の
か

「
数

量
の

関
係

を
み

る
と

き
は

，
変

わ
り

方
の

き
ま

り
を

見
付

け
る

。」
と

い
う

「
基

盤
と

な
る

考
え

方
」

を
使

っ
て

解
決

す
る

こ
と

を
ペ

ア
で

伝
え

合
う

こ
と

で
，

見
通

し
を

も
っ

て
自

力
解

決
に

臨
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

○
　

自
分

と
は

異
な

る
仲

間
分

け
の

考
え

を
知

る
こ

と
で

「
学

び
合

い
」

を
よ

り
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

○
　「

い
く

つ
に

仲
間

分
け

し
た

の
か
。」

に
着

目
し

な
が

ら
小

グ
ル
ー
プ
で
「
学
び
合
い
」
を
行
う
。
そ
の
際
，
ど
ん
な
き
ま
り
を

基
に
し
た
の
か
説
明
す
る
こ
と
で
，
友
達
と
自
分
の
考
え
を
比
較

し
な
が
ら
，
友
達
の
考
え
を
付
け
加
え
た
り
自
分
の
考
え
を
修
正

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

◆
　

表
に

表
し

た
伴

っ
て

変
わ

る
二

つ
の

数
量

に
つ

い
て

，
そ

の
変

わ
り

方
を

考
え

て
仲

間
分

け
す

る
こ

と
が

で
き

た
か

。
【

数
学

的
な

考
え

方
：

ノ
ー

ト
，

発
言

】

☆
　

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ソ

フ
ト

を
使

っ
て

，
発

展
問

題
を

提
示

す
る

。
長

方
形

の
辺

の
上

を
動

く
頂

点
の

様
子

を
視

覚
的

に
捉

え
さ

せ
る

こ
と

で
，

表
に

数
値

を
書

い
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

○
　
頂
点
が
動
く
三
角
形
の
面
積
と
動
く
と
き
の
秒
数
と
の
２
量
の

関
係
を
表
に
表
し
，
そ
の
き
ま
り
を
見
付
け
る
と
い
う
発
展
問
題

に
取
り
組
む
。
表
を
用
い
て
数
値
の
変
化
を
捉
え
，
関
連
付
け
る

こ
と
で
本
時
の
学
習
を
振
り
返
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
，
自
己
の

考
え
の
変
容
を
実
感
し
，
次
時
や
今
後
の
学
習
へ
の
意
欲
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

い
ろ

い
ろ

な
変

わ
り

方
を

仲
間

分
け

し
よ

う
。

ど
ん
な
き
ま
り
を
基
に
し
て
，
い
く
つ
の
仲
間
に
分
け
た
の
か
比
べ
よ
う
。

　
長

方
形

の
辺

の
上

を
１

秒
間

に
１

㎝
ず

つ
進

む
点

を
頂

点
と

し
た

三
角

形
の

面
積

と
時

間
の

関
係

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

な
表

に
な

る
か

考
え

よ
う

。

八
つ

の
表

は
，

い
く

つ
の

仲
間

に
分

け
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

な
。

一
方

が
増

え
る

と
き

，
も

う
一

方
が

ど
う

な
る

か
を

み
る

と
四

つ
の

仲
間

に
分

け
る

こ
と

が
で

き
る

ん
だ

ね
。

　
表

同
士

を
比

べ
て

み
て

同
じ

と
こ

ろ
が

な
い

か
探

し
て

い
く

と
よ

さ
そ

う
だ

ぞ
。

　
一

方
が

２
倍

，
３

倍
，

４
倍

に
な

る
と

き
，

も
う

一
方

も
２

倍
，

３
倍

，
４

倍
に

な
る

増
え

方
だ

か
ら
㋔

も
㋐

と
同

じ
比

例
の

仲
間

だ
ね

。

　
㋑

は
ど

ち
ら

も
増

え
る

け
ど

，
比

例
の

関
係

に
あ

る
と

は
言

え
な

い
か

ら
㋐

の
仲

間
と

は
言

え
な

い
ね

。

　
４

秒
の

と
こ

ろ
ま

で
は

，
面

積
と

時
間

の
関

係
は

比
例

の
関

係
に

な
っ

て
い

る
か

ら
途

中
ま

で
は
㋐

の
仲

間
と

言
え

る
ね

。

　
４

秒
の

と
こ

ろ
か

ら
面

積
が

変
わ

ら
な

い
表

に
な

っ
た

よ
。

一
方

が
変

わ
ら

な
い

変
わ

り
方

も
あ

る
ん

だ
な

。

　
○

○
さ

ん
が

表
に

矢
印

を
か

き
込

む
見

方
を

教
え

て
く

れ
た

か
ら

自
分

で
も

や
っ

て
み

る
こ

と
が

で
き

た
よ

。

　
㋒
㋓
㋕

は
一

方
が

増
え

る
と

，
も

う
一

方
が

減
る

仲
間

だ
け

ど
，

減
り

方
の

き
ま

り
が
㋒
㋕

と
㋓

で
は

違
う

ね
。

　
増

え
方

や
減

り
方

に
は

何
か

き
ま

り
が

あ
る

ん
だ

ね
。

　
㋑

の
増

え
方

と
㋗

の
増

え
方

は
同

じ
と

は
言

え
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

。

　
㋓

は
一

方
が

増
え

る
と

，
も

う
一

方
は

減
っ

て
い

く
関

係
だ

か
ら
㋔

と
は

違
う

ね
。

　
比

例
の

関
係

が
一

つ
の

仲
間

と
言

え
そ

う
だ

ね
。

　
一

方
が

２
倍

，
３

倍
と

増
え

て
い

く
と

き
，

も
う

一
方

が
，

二
分

の
一

倍
，

三
分

の
一

倍
に

な
っ

て
い

る
も

の
が

あ
る

ね
。

つ か む ・ 見 通 す
（

6
）

調 べ る
（

1
7
）

高 め 合 う
（

1
0
）

ま と め る
（

1
2
）

㋐ ㋓ ㋖

㋑ ㋔ ㋗

㋒ ㋕
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